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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を表す画像を用いて画像解析処理を行う画像処理方法であって、
　前記画像が、該画像が画像処理済みであるか否かを表す処理済確認情報および該画像に
施された画像処理の条件を表す処理条件情報を含む画像処理情報を付帯するものであり、
　前記画像から該画像が付帯する前記画像処理情報を取得し、
　該画像処理情報に基づいて、前記処理済確認情報から前記画像が画像処理済みであるか
否かを判別し、該判別により画像処理済みであると判別された前記画像に対して、前記処
理条件情報が付帯している場合は、該処理条件情報に基づいて該画像に施された画像処理
の逆変換処理を施し、前記処理条件情報が付帯していない場合は、該画像に施される代表
的な画像処理の逆変換処理を施す補正を行い、
　該補正された画像を用いて前記画像解析処理を行うことを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　被写体を表す画像を用いて画像解析処理を行う画像処理装置であって、
　前記画像が、該画像が画像処理済みであるか否かを表す処理済確認情報および該画像に
施された画像処理の条件を表す処理条件情報を含む画像処理情報を付帯するものであり、
　前記画像から前記画像処理情報を取得する画像処理情報取得手段と、
　該画像処理情報に基づいて、前記処理済確認情報から前記画像が画像処理済みであるか
否かを判別し、該判別により画像処理済みであると判別された前記画像に対して、前記処
理条件情報が付帯している場合は、該処理条件情報に基づいて該画像に施された画像処理
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の逆変換処理を施し、前記処理条件情報が付帯していない場合は、該画像に施される代表
的な画像処理の逆変換処理を施す補正を行う補正手段と、
　該補正された画像を用いて前記画像解析処理を行う画像解析処理手段とを備えたことを
特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記画像処理が、階調処理を含むものであることを特徴とする請求項２記載の画像処理
装置。
【請求項４】
　前記画像処理が、周波数処理を含むものであることを特徴とする請求項２記載の画像処
理装置。
【請求項５】
　前記画像が医用画像であり、
　前記画像解析処理手段が、異常陰影検出手段であることを特徴とする請求項２から４い
ずれか記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像が医用画像であり、
　前記画像解析処理手段が、類似画像検索手段であることを特徴とする請求項２から４い
ずれか記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像が医用画像であり、
　前記画像解析処理手段が、人工画像生成手段であることを特徴とする請求項２から４い
ずれか記載の画像処理装置。
【請求項８】
　被写体を表す画像であって、該画像が画像処理済みであるか否かを表す処理済確認情報
および該画像に施された画像処理の条件を表す処理条件情報を含む画像処理情報を付帯す
る画像を入力する手順と、
　前記画像から該画像が付帯する前記画像処理情報を取得する手順と、
　該画像処理情報に基づいて、前記処理済確認情報から前記画像が画像処理済みであるか
否かを判別し、該判別により画像処理済みであると判別された前記画像に対して、前記処
理条件情報が付帯している場合は、該処理条件情報に基づいて該画像に施された画像処理
の逆変換処理を施し、前記処理条件情報が付帯していない場合は、該画像に施される代表
的な画像処理の逆変換処理を施す補正を行う手順と、
　該補正された画像を用いて前記所定の画像解析処理を行う手順とをコンピュータに実行
させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像処理方法および装置並びにそのためのプログラムに関し、詳しくは、被写
体画像を用いて画像解析処理を行う画像処理方法および装置並びにそのためのプログラム
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタル画像を画面上に出力して観察することが一般的に行われているが、この
際に、画像が観察しやすいように、当該画像に対して画像処理を施す場合が多い。例えば
、医療分野においては、画像診断用の医用画像を画面上に出力する際に、病変が観察しや
すいように、当該医用画像に対して階調処理や周波数処理等の画像処理を施す場合が殆ど
である。
【０００３】
　一方、近年、ＤＩＣＯＭ等の規格の普及により、ネットワークを通じて簡単に画像を送
受信することが可能となっている。
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【０００４】
　このような状況下、画像処理済みの画像（以下、処理済画像という）を保存して再利用
するケースが増えており、これに伴い、画像を解析して所定の処理を行う画像解析処理の
対象に、処理済画像や画像処理が施されていない処理無し画像とが混在するケースが増え
ている。例えば、デジタル医用画像をコンピュータを用いて画像解析して診断するコンピ
ュータ診断支援、いわゆるＣＡＤ（Computer Aided Diagnosis）では、医用画像中から病
変を抽出する画像解析処理を行うが（例えば、特許文献１等）、このＣＡＤの処理対象と
なる医用画像として、通常の処理無し画像のほかに、例えば、過去に読影された経歴を持
つ医用画像であって、読影を容易にするために、医用画像中の所定の解剖学的構造物やそ
のエッジを強調するための階調処理や周波数処理が施された医用画像等が含まれる場合が
ある。
【特許文献１】特開２００２－０７４３２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、画像解析処理は、所定の特性（階調特性、周波数特性など）の画像に対
して最適化されている。一般には、画像処理を施していない画像に対して解析処理が最適
化される。そこで、画像処理が施されて画像解析処理に適さない特性となった処理済画像
を用いて解析処理を行うと、処理結果の精度に悪影響を及ぼすことがある。例えば、上記
ＣＡＤにおいて、骨部と軟部のコントラストを大きくするための階調処理が施された医用
画像に対してＣＡＤ処理を行うと、骨のエッジを病変と誤って抽出してしまうことがある
。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑み、画像解析処理の対象画像が画像処理済みか否かにかかわらず
、処理結果の精度を確保することが可能な画像処理方法および装置並びにそのためのプロ
グラムを提供することを目的とするものである。
【０００７】
　なお、これまでに、画像間演算により差異画像（サブトラクション画像）を得る画像処
理装置において、画像間演算の対象に処理済画像が含まれる場合に、その処理済画像が付
帯する画像処理に関する情報に基づいて、当該画像を処理前画像と同等の画像に補正し、
アーチファクトが抑制された差異画像（サブトラクション画像）を得るようにした画像処
理装置（特願２００２－３４９８０６号）が本願出願人により検討されているが、当該発
明は、その課題をサブトラクション画像におけるアーチファクトを抑制することとしてお
り、また、画像間演算処理に限定してなされた発明であり、本願発明とは、課題および構
成において異なるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の画像処理方法は、被写体を表す画像を用いて画像解析処理を行う画像処理方法
であって、前記画像が、該画像に施された画像処理に関する画像処理情報を付帯するもの
であり、前記画像から該画像が付帯する前記画像処理情報を取得し、該画像処理情報に基
づいて、前記画像を、前記画像解析処理の対象として適した適正画像に近づける補正を行
い、該補正された画像を用いて前記画像解析処理を行うことを特徴とする方法である。
【０００９】
　本発明の画像処理装置は、被写体を表す画像を用いて画像解析処理を行う画像処理装置
であって、前記画像が、該画像に施された画像処理に関する画像処理情報を付帯するもの
であり、前記画像から前記画像処理情報を取得する画像処理情報取得手段と、該画像処理
情報に基づいて、前記画像を、前記画像解析処理の対象として適した適正画像に近づける
補正を行う補正手段と、該補正された画像を用いて前記画像解析処理を行う画像解析処理
手段とを備えたことを特徴とするものである。
【００１０】
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　本発明のプログラムは、被写体を表す画像であって、該画像に施された画像処理に関す
る画像処理情報を付帯する画像を入力する手順と、前記画像から該画像が付帯する前記画
像処理情報を取得する手順と、該画像処理情報に基づいて、前記画像を、所定の画像解析
処理の対象として適した適正画像に近づける補正を行う手順と、該補正された画像を用い
て前記所定の画像解析処理を行う手順とをコンピュータに実行させるためのプログラムで
ある。
【００１１】
　本発明の画像処理装置において、前記画像処理情報は、前記画像が画像処理済みである
か否かを表す処理済確認情報を含むものであって、前記画像が画像処理済みであるときに
は、前記画像に施された画像処理の条件を表す処理条件情報をも含むものであり、前記適
正画像は、前記画像の画像処理が施される前の処理前画像であり、前記補正手段は、前記
処理済確認情報に基づいて、前記画像が画像処理済みであるか否かを判別し、該判別によ
り画像処理済であると判別された前記画像に対して、該処理条件情報に基づいて、該画像
に施された画像処理の逆変換処理を施すものであってもよい（これを第１の画像処理装置
とする）。
【００１２】
　また、本発明の画像処理装置において、前記画像処理情報は、前記画像が画像処理済み
であるか否かを表す処理済確認情報を含むものであり、前記適正画像は、前記画像の画像
処理が施される前の処理前画像であり、前記補正手段は、前記処理済確認情報に基づいて
、前記画像が画像処理済みであるか否かを判別し、該判別により画像処理済みであると判
別された前記画像に対して、該画像に施される代表的な画像処理の逆変換処理を施すもの
であってもよい（これを第２の画像処理装置とする）。
【００１３】
　また、本発明の画像処理装置において、前記適正画像は、所定の画像特性を有する画像
であり、前記画像処理情報は、前記所定の画像特性を有する画像において各々が所定の異
なる濃度となるように設定された複数の濃度領域から構成される、前記画像中の画像パタ
ーンであって、前記画像に施された画像処理が反映された画像パターンであり、前記補正
手段は、前記画像パターンにおける前記各濃度領域の濃度がそれぞれ前記所定の異なる濃
度となるように、前記画像に対して階調変換処理を施すものであってもよい（これを第３
の画像処理装置とする）。
【００１４】
　本発明において、「画像に施された画像処理」とは、標準的な画像をもとに、被写体の
注目すべき領域や観察目的等に応じて設定される独自の画像処理条件にしたがって画像に
対して施されるデータ変換処理のことである。ここで、標準的な画像とは、画像を得る際
の撮影条件等によりばらついた画像特性（濃度、コントラスト等）を標準的な特性に規格
化した画像のことをいう。前記の画像に施された画像処理は、この規格化処理は含まない
ものとする。また、「画像解析処理」とは、画像を解析することにより、画像上の被写体
に関する情報を抽出する処理をいい、例えば、異常陰影を検出する処理や類似した画像を
検索する処理などが挙げられる。階調変換処理や周波数処理などの画像自体を変換する処
理は、画像解析処理には含まないものとする。
【００１５】
　上記第１から第３の画像処理装置において、前記画像処理は、階調処理を含むものであ
ってもよい。
【００１６】
　ここで、「階調処理」とは、画像の濃度およびコントラストを調整する処理のことであ
り、例えば、注目している被写体の構造物が含まれる濃度帯が、階調レベルの主要部分に
割り当てられるように階調カーブ（元の画素値と変換後の画素値との対応関係を表した曲
線）を設定し、この階調カーブにしたがって画素値の変換を行う処理が考えられる。
【００１７】
　上記第１および第２の画像処理装置において、前記画像処理は、周波数処理を含むもの
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であってもよい。
【００１８】
　ここで、「周波数処理」とは、画像上の特定の周波数成分を強調する処理であり、例え
ば、原画像に対してボケマスク処理を施してぼけた画像（ボケマスク画像）を生成し、原
画像からボケマスク画像を減算してエッジ成分だけを抽出し、このエッジ成分を数倍にし
て原画像に加算することにより、エッジを強調する処理が考えられる。
【００１９】
　上記第１および第２の画像処理装置において、「処理済確認情報」および「処理条件情
報」は、例えば、画像を表す画像データのヘッダ部分に記述することができる。
【００２０】
　「処理済確認情報」としては、数値が設定された所定のパラメータを用いることができ
、その数値によって画像が処理済画像であるか否かを表すようにすることができる。例え
ば、その数値が０のときは処理前画像を表し、１のときは処理済画像を表すようにする。
【００２１】
　「処理条件情報」としては、画像処理条件を特定する具体的なデータをそのまま用いた
り、画像処理条件が幾つかのタイプに分けて予め用意されているときは、そのタイプを示
す数値が設定された所定のパラメータを用いたりすることができる。例えば、画像処理が
階調処理であるときには、前者の場合は、階調カーブ上の代表的な点を座標で示してその
階調カーブを特定するようにしたり、また後者の場合は、所定のパラメータの値によって
、予め用意されている階調カーブのタイプを特定するようにしたりすることができる。
【００２２】
　上記第１の画像処理装置において、「補正手段」としては、処理済画像であると判別さ
れた画像が付帯する処理条件情報から、その画像に対して施された画像処理の条件を特定
し、その特定された画像処理の条件に応じて、その画像処理の効果を解除する演算式を設
定し、当該演算式にしたがって処理済画像を処理前画像に変換（画像に対して施された画
像処理の逆変換処理）して補正するものが考えられる。なお、当該演算式は、理論的に求
めるようにしてもよいし、実験的に求めるようにしてもよい。
【００２３】
　上記第２の画像処理装置において、「補正手段」としては、処理済画像であると判別さ
れた画像は一般的によく施される代表的な画像処理が施されていると想定し、その代表的
な画像処理の効果を無効にする演算式を予め設定しておき、当該演算式にしたがって処理
済画像を処理前同等画像に変換（代表的な画像処理の逆変換処理）して補正するものが考
えられる。
【００２４】
　なお、上記「処理前画像を用いて画像解析処理を行う」こと、および、上記「処理前同
等画像を用いて画像解析処理を行う」ことには、上記「補正手段」により得られた「処理
前画像」または「処理前同等画像」をそのまま用いて画像解析処理を行うことのほか、一
旦得られたこれらの「処理前画像」または「処理前同等画像」に対しさらに画像解析処理
に適した画像処理を施し、当該画像処理が施された画像を用いて画像解析処理を行うこと
を含むものとする。
【００２５】
　上記第３の画像処理装置において、上記「画像パターン」としては、例えば、濃度を所
定の割合でステップ状に変化させたステップエッジを考えることができる。
【００２６】
　また、上記「所定の画像特性」は、画像の濃度と該画像の濃度に対応する所定のパラメ
ータとの関係がログリニアとなることであってもよい。
【００２７】
　ここで、「ログリニア」とは、ある２つのパラメータにおいて、第１のパラメータと第
２のパラメータの対数とが線形となる関係を意味する（対数線形ともいう）。
【００２８】
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　上記第３の画像処理装置において、上記「画像」がＸ線画像である場合には、例えば、
上記「画像パターン」を、所定の各領域において照射されるＸ線量が所定の割合でステッ
プ状に変化するようにＸ線透過率が制御されたステップエッジ部材を被写体とともに撮影
して得られるステップエッジとし、上記「所定の画像特性」を、「画像の濃度」を画像の
ＱＬ値とし、「所定のパラメータ」をＸ線量としたときの、画像のＱＬ値とＸ線量とがロ
グリニアとなる特性、すなわち、画像のＱＬ値とＸ線量の対数とが線形となる特性とし、
上記「補正手段」がステップエッジ上の各領域の濃度値が、「画像のＱＬ値とＸ線量とが
ログリニアとなる」画像においてとるべき値に変換されるように、上記「画像」に対して
階調変換を行うものとすることが考えられる。
【００２９】
　本発明において、上記「画像」としては、通常のデジタルカメラ等により取得された画
像をはじめ、ＣＲ（Computed Radiography）システムにより取得されたＸ線画像を含む放
射線画像、ＣＴ装置やＭＲＩ装置により取得された断層画像等を適用することができる。
なお画像の被写体としては、人体の他、動植物、工業製品、地形、天体、風景等あらゆる
ものを適用することができる。
【００３０】
　本発明において、上記「画像」は医用画像であり、上記「画像解析処理」は、異常陰影
検出処理であってもよい。
【００３１】
　ここで、「異常陰影検出処理」とは、医用画像中の異常陰影を検出する処理であり、例
えば、上記特許文献１等にて開示されている、医用画像中の異常陰影の候補をフィルタ処
理等を用いて抽出し、当該候補近傍の画像に基づいて異常陰影らしさが反映された特徴量
を算出し、当該特徴量に基づいて候補から異常陰影を抽出する処理等を考えることができ
る。
【００３２】
　本発明において、上記「画像」は医用画像であり、上記「画像解析処理」は、類似画像
検索処理であってもよい。
【００３３】
　ここで、「類似画像検索処理」とは、入力画像と類似した画像を検索する処理であり、
例えば、特願２００３－２０８５２６号にて提案されている、被写体画像を表す画像デー
タを多数保存している画像データベースの中から、入力された画像データが表す被写体画
像と類似した被写体画像を表す類似画像データを、テクスチャ情報だけでなく形状情報お
よびテクスチャ情報の双方に基づいて検索し、検索結果を出力する処理等を考えることが
できる。
【００３４】
　本発明において、上記「画像」は医用画像であり、上記「画像解析処理」は人工画像生
成処理であってもよい。
【００３５】
　ここで、「人工画像生成処理」とは、入力画像に対応した所定の画像を人工的に生成す
る処理であり、例えば、特願２００３－０８０６３７号にて提案されている、入力された
医用画像に対応する被写体の正常な構造を表す正常構造画像を人工的に生成する処理であ
って、上記正常構造画像を人工的に生成する処理が、被写体の正常な構造を表す医用画像
である正常画像に対応する正常画像データを取得し、当該医用画像における被写体の構造
を変更するための複数の構造変更ベクトルを設定し、上記正常画像データに対して複数の
構造変更ベクトルを加算することにより、被写体の正常構造画像を生成する処理であるよ
うな処理を考えることができる。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明の画像処理方法および装置並びにそのためのプログラムによれば、画像を用いて
画像解析処理を行う処理において、当該画像が付帯する当該画像自身に施された画像処理
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に関する画像処理情報に基づいて、当該画像を、上記画像解析処理に適した適正画像に補
正し、当該適正画像を用いて上記画像解析処理を行うので、上記画像解析処理には不適当
な、いわゆる処理済画像が処理対象となる場合であっても、そのような画像を事前に補正
してから上記画像解析処理を行うことができ、画像解析処理の対象画像が画像処理済みか
否かにかかわらず、処理結果の精度を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、本発明の画像処理装置の実施の形態について説明する。
【００３８】
　図１は、本発明の画像処理装置の一実施形態による構成を示すブロック図である。図１
に示す画像処理装置１は、入力された画像Ｐから画像Ｐが付帯する画像処理情報Ｔを取得
する画像処理情報取得手段１０と、画像処理情報Ｔに基づいて、画像Ｐを、画像解析処理
の対象として適した適正画像に近づける補正を行う補正手段２０と、補正された画像を用
いて画像解析処理を行う画像解析処理手段３０とを備えている。
【００３９】
　なおここでは、医用画像を用いてＣＡＤ処理（異常陰影検出処理）を行う場合について
説明する。
【００４０】
　まず、本発明の画像処理装置の第１の実施例として、下記の条件を設定する。画像Ｐを
医用画像とし、画像Ｐのヘッダ情報として画像処理情報Ｔが付加されている。画像処理情
報Ｔは、その画像が画像処理済みであるか否かを表す処理済確認情報を含むものであって
、その画像が画像処理済みであるときには、その画像に対して施された画像処理の条件を
表す処理条件情報をも含むものである。具体的には、処理済確認情報として、画像処理済
みであるか否かをそれぞれ数値の０と１で表すパラメータＺ、処理条件情報として、階調
処理に用いられた階調カーブのタイプ番号を表すパラメータＧが付加されている。ＣＡＤ
における適正画像は、画像処理が施される前の処理前画像Ｐ０（原画像に相当する画像）
とする。また、上記画像処理は階調処理とする。階調処理は、図２に示すような、処理前
画像の画素値と階調処理後の画像の画素値との対応関係を表した階調カーブを設定し、設
定された階調カーブにしたがって画素値の変換処理が行われるものである。なお、この階
調カーブは幾つかのタイプに分けて予め用意されている。
【００４１】
　これより第１の実施例による画像処理装置１の作用について説明する。図３は、本実施
例における画像処理装置１の処理フローを示した図である。
【００４２】
　画像処理装置１に、医用画像である画像Ｐが入力されると、画像処理情報取得手段１０
が、画像Ｐのヘッダ情報から画像処理情報Ｔを取得する（ステップＳ１）。
【００４３】
　補正手段２０は、取得された画像処理情報Ｔから処理済確認情報としてのパラメータＺ
を読み取り（ステップＳ２）、パラメータＺの値によって、画像Ｐが画像処理済みである
か否かを判別する（ステップＳ３）。例えば、パラメータＺが０のときは処理前、１のと
きは処理済みと判別する。
【００４４】
　当該判別により画像Ｐが画像処理済みであると判別されると、画像処理情報Ｔからさら
に処理条件情報としてのパラメータＧを読み取り（ステップＳ４）、画像Ｐに施されてい
る階調処理のタイプを認識し（ステップＳ５）、画像Ｐに対して、その階調処理の効果を
解除するための逆変換処理を施して補正し処理前画像Ｐ０を得る（ステップＳ６）。すな
わち、画像Ｐが、関数式ｄ′＝ｆ（ｄ）によって定義される階調カーブにしたがって階調
変換されたものであるとすると、画像Ｐに対して、Ｐ０＝ｆ－１（Ｐ）という演算式によ
る変換を行う。つまり、画像Ｐの各画素に対して、この階調カーブによって対応付けられ
た階調変換後の画素値から階調変換前の画素値に戻す変換を行う。このようにして得られ



(8) JP 4127537 B2 2008.7.30

10

20

30

40

50

た処理前画像Ｐ０を画像解析処理手段３０に出力する。
【００４５】
　一方、上記判別により画像Ｐが画像処理済でないと判別されると、画像Ｐに対する補正
は行わず、画像Ｐをそのまま画像解析処理手段３０へ出力する。
【００４６】
　画像解析処理手段３０は、補正された処理前画像Ｐ０あるいはもともと画像処理が施さ
れていない原画像に相当する画像Ｐを用いて、画像解析処理としてのＣＡＤを行う（ステ
ップＳ７）。このＣＡＤとしては、例えば、上記特許文献１等にて開示されている、医用
画像中の異常陰影の候補を、フィルタ処理等を用いて抽出し、当該候補近傍の画像に基づ
いて異常陰影らしさが反映された特徴量を算出し、当該特徴量に基づいて候補から異常陰
影を抽出する処理を適用することができる。
【００４７】
　なお、逆変換処理に用いる演算式は、画像Ｐに施された画像処理の条件から理論的に求
めて決定してもよいし、実験的に求められた関数やテーブルに基づいて決定してもよい。
【００４８】
　このような画像処理装置１によれば、画像Ｐが付帯する、画像Ｐ自身が画像処理済みで
あるか否かを表す処理済確認情報に基づいて、画像Ｐが画像処理済みであるか否かを判別
し、画像処理済みであると判別された画像を、当該画像が付帯する、当該画像に対して施
された画像処理の条件を表す処理条件情報に基づいて、当該画像処理の逆変換処理により
画像処理が施される前の処理前画像Ｐ０に補正し、処理前画像Ｐ０を用いて画像解析処理
を行うので、上記画像解析処理には不適当な、いわゆる処理済画像が処理対象となる場合
であっても、そのような画像を事前に補正してから上記画像解析処理を行うことができ、
画像解析処理の対象画像が画像処理済みか否かにかかわらず、処理結果の精度を確保する
ことができる。
【００４９】
　なお、一般的に、画像解析処理の対象となる画像については、当該画像の種類やその用
途に応じて、当該画像に対して施される画像処理の条件がある程度限定されることが多い
。そこで、処理済画像には当該画像に対して施される代表的な画像処理が施されているも
のと仮定して当該画像を補正する手法も考えられる。
【００５０】
　すなわち、上記画像処理装置１において、補正手段２０を、処理済確認情報により画像
Ｐが処理済画像であるか否かを判別し、画像Ｐが処理済画像であると判別された場合に、
画像Ｐに対して、当該画像に施される代表的な画像処理の逆変換処理を施して、処理済画
像である画像Ｐを処理前画像と同等の処理前同等画像Ｐ０′に補正するものとすることが
できる。
【００５１】
　このような画像処理装置によれば、画像Ｐが処理済確認情報のみ付帯している場合であ
っても、画像Ｐを処理前画像に近づける補正ができるので、画像解析処理における処理結
果の精度の低下を抑制する効果が期待できる。
【００５２】
　なお、当然ながら、補正手段２０は、処理済画像であると判別された画像Ｐに対して、
一様に代表的な画像処理の逆変換処理を施すものとする必要はなく、画像Ｐが処理条件情
報を付帯し、画像Ｐに施された画像処理の条件が特定できるときには、その情報を優先し
て利用し、処理条件情報が表す画像処理の条件に基づいて、画像Ｐに対して当該画像処理
の逆変換処理を施すようにすることができる。
【００５３】
　すなわち、上記画像処理装置１において、補正手段２０を、処理済確認情報により画像
Ｐが処理済画像であるか否かを判別し、画像Ｐが処理済画像であると判別された場合に、
画像処理情報Ｔに処理条件情報が含まれているか否かを判定し、処理条件情報が含まれて
いる場合には、その処理条件情報に基づいて、画像Ｐに対して画像Ｐが施された画像処理
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の逆変換処理を施して処理前画像Ｐ０に補正し、処理条件情報が含まれていない場合には
、画像Ｐに対して施される代表的な画像処理の逆変換処理を施して処理前画像Ｐ０に近づ
ける補正を行い処理前同等画像Ｐ０′を得るものとすることができる。
【００５４】
　このような画像処理装置によれば、画像Ｐが処理済画像であるか否か、および、処理条
件情報を付帯しているか否かに応じて、画像Ｐに対する補正内容を切り替えているので、
画像解析処理の対象となる画像が、処理前画像、処理済画像であって処理条件が特定でき
るもの、処理済画像であって処理条件が不明なもの、のいずれの場合であっても、その画
像に対して最適な補正を行った後、画像解析処理を行うことができる。
【００５５】
　なお、処理済確認情報は、上記実施例のように、処理条件情報とは別に設けられてもよ
いが、処理条件情報が処理済確認情報を兼用するものであってもよく、例えば、画像処理
条件を特定するパラメータの値が所定の値、例えば０であるときには、画像処理が施され
ていない処理前画像を示すものとしてもよい。
【００５６】
　また、上記実施例において、画像Ｐに施される画像処理は１種類のみでなく、複数種類
の画像処理が施されている場合を想定することもでき、このような場合には、処理済確認
情報を画像処理の種類別に用意するものとし、補正手段２０は、画像処理の種類毎にその
画像処理が施されているか否かを判別し、その結果に基づいて、画像Ｐに対する補正のた
めの演算式を設定するようにしてもよい。また、画像処理済みであると判別された画像が
、画像処理の種類毎に処理条件情報を付帯しているか否かを判定し、処理条件情報を付帯
していればその処理条件情報に基づいて、処理条件情報を付帯していなければ代表的な画
像処理が施されているものとみなしてその代表的な画像処理の条件に基づいて、演算式を
設定するようにしてもよい。
【００５７】
　なお、画像処理としては、上記のような階調処理のほか、周波数処理を考えることもで
きる。周波数処理は、画像における特定の周波数成分を強調する処理であり、例えば、Ｎ
′ij＝Ｎ０ij＋β×（Ｎ０ij－Ｎｂij）となるような変換処理を考えることができる。こ
こで、Ｎ０ijは原画像、Ｎ′ijは変換後の画像、Ｎｂijはボケマスク処理による原画像の
ボケ画像、βは係数である。上式は、アンシャープマスク（ＵＳＭ）と呼ばれる強調処理
の式であり、原画像から原画像のボケ画像を引いた成分を原画像に加算してエッジを強調
する処理である。通常は、本式の係数βは＋（プラス）成分であるが、本係数を－（マイ
ナス）成分にすることで、エッジ成分をぼかすことが可能となる。
【００５８】
　処理条件情報が、Ｎｂijを作成するボケマスク処理において設定された各パラメータと
係数βを含むものであれば、これらの情報をもとに、画像Ｐに対して、強調されたエッジ
をぼかす逆変換処理を施すことが可能となる。ボケマスク処理において設定された各パラ
メータが不明の場合には、画像Ｐに対して予め決められたぼかし処理を施すようにしても
よい。なお、周波数処理による濃度アーチファクトは階調処理と比較して影響が小さいの
で、周波数処理に対する補正を省略することもできる。
【００５９】
　次に、本発明の画像処理装置の第２の実施例として、下記の条件を設定する。画像Ｐを
医用画像である人体の胸部を表す胸部Ｘ線画像とし、画像解析処理をＣＡＤとする。ＣＡ
Ｄにおける適正画像は、画像のＱＬ値とＸ線量とがログリニアとなる特性、すなわち、画
像のＱＬ値とＸ線量の対数とが線形となる特性を有する画像Ｐ′とする。ここでは、画像
のＱＬ値を１０ｂｉｔで表したとき、図４に示すように、Ｘ線量の相対値１，１０，１０
０，・・・に対して画像のＱＬ値０，２５５，５１１，７６７，・・・となるような特性
とする。また、画像処理情報Ｔは画像Ｐ中のステップエッジＥとする。ステップエッジＥ
は、上記所定の画像特性を有する適正画像Ｐ′において各々が所定の異なる濃度となるよ
うに設定された複数の濃度領域から構成される、画像Ｐ中の画像パターンであって、画像
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Ｐに施された画像処理が反映された画像パターンであり、具体的には、所定の各領域ｅ１
，ｅ２，ｅ３，・・・において照射されるＸ線量が相対値で１，１０，１００，・・・と
なるような所定の割合でステップ状に変化するようにＸ線透過率が制御されたステップエ
ッジ部材を被写体とともにＸ線撮影して得られるものである。また、上記画像処理は階調
処理とする。
【００６０】
　これより第２の実施例による画像処理装置１の作用について説明する。図５は、本実施
例における画像処理装置１の処理フローを示した図である。
【００６１】
　画像処理装置１に、図６に示すような、ステップエッジＥを含む胸部Ｘ線画像である画
像Ｐが入力されると、画像処理情報取得手段１０が、画像処理情報Ｔとして、画像Ｐ中の
ステップエッジＥの画像データを取得する（ステップＳ１１）。
【００６２】
　補正手段２０は、取得されたステップエッジＥの画像データに基づいて、ステップエッ
ジ上の濃度別に設けられた所定の各領域（ｅ１，ｅ２，・・・）毎にＱＬ値（ｑ１，ｑ２
，・・・）を抽出し（ステップＳ１２）、画像Ｐ中の各画素について、各ＱＬ値（ｑ１，
ｑ２，ｑ３，ｑ４，・・・）がそれぞれ０，２５５，５１１，７６７，・・・と変換され
るような演算式を求め（ステップＳ１３）、当該演算式にしたがって、画像Ｐ中の各画素
のＱＬ値を変換する（ステップＳ１４）。すると、画像のＱＬ値とＸ線量との対応関係が
図４に示すようなログリニアとなる画像Ｐ′を得ることができる。補正手段２０は、この
ようにして得られた画像Ｐ′を画像解析処理手段３０に出力する。
【００６３】
　画像解析処理手段３０は、画像Ｐ′を用いてＣＡＤ処理を行う（ステップＳ１５）。
【００６４】
　このような画像処理装置１によれば、所定の画像特性を有する画像解析処理に適した適
正画像Ｐ′において各々が所定の異なる濃度となるように設定された複数の濃度領域から
構成される画像パターンを、画像解析処理の対象となる画像Ｐ中に予め含めるようにして
いるので、画像Ｐに画像処理が施されていても、その画像パターンが示す各濃度領域の濃
度が、上記所定の濃度となるように変換処理を行うことで、画像Ｐを画像解析処理に適し
た適正画像Ｐ′に変換することができ、画像解析処理の処理結果の精度を確保することが
できる。
【００６５】
　なお、上記第１および第２の実施例においては、画像解析処理の対象画像を医用画像と
し、画像解析処理をＣＡＤ処理（異常陰影検出処理）としたが、この他にも、画像解析処
理の対象画像を医用画像とし、画像解析処理を類似画像検索処理あるいは人工画像生成処
理とすることもできる。
【００６６】
　類似画像検索処理としては、例えば、特願２００３－２０８５２６号にて提案されてい
る、被写体画像を表す画像データを多数保存している画像データベースの中から、入力さ
れた画像データが表す被写体画像と類似した被写体画像を表す類似画像データを、テクス
チャ情報だけでなく形状情報およびテクスチャ情報の双方に基づいて検索し、検索結果を
出力する処理等を考えることができる。
【００６７】
　また、人工画像生成処理としては、入力画像に対応した所定の画像を人工的に生成する
処理であり、例えば、特願２００３－０８０６３７号にて提案されている、入力された医
用画像に対応する被写体の正常な構造を表す正常構造画像を人工的に生成する処理であっ
て、上記正常構造画像を人工的に生成する処理が、被写体の正常な構造を表す医用画像で
ある正常画像に対応する正常画像データを取得し、当該医用画像における被写体の構造を
変更するための複数の構造変更ベクトルを設定し、上記正常画像データに対して複数の構
造変更ベクトルを加算することにより、被写体の正常構造画像を生成する処理であるよう
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な処理を考えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の画像処理装置１の構成を示したブロック図
【図２】階調処理において用いられる階調カーブの一例を示した図
【図３】第１の実施例における画像処理装置１の処理フローを示した図
【図４】画像のＱＬ値とＸ線量とがログリニアとなる関係を示した図
【図５】第２の実施例における画像処理装置１の処理フローを示した図
【図６】ステップエッジＥを含む胸部Ｘ線画像を示した図
【符号の説明】
【００６９】
　　　１　　画像処理装置
　　　１０　画像処理情報取得手段
　　　２０　補正手段
　　　３０　画像解析処理手段

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】



(13) JP 4127537 B2 2008.7.30

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１１－１５５８４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－０７００８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１１９４９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－０１４３７８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１９０１２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－１４６５４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－０７３４９０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ６／００－６／１４
              Ｇ０６Ｔ１／００－９／４０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

